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本製品は、自動車の座席に取り付けてチャイルドシートとしてご使用い
ただくことができます。
本製品は、欧州基準に適合するチャイルドシートですが、使用方法を誤
ると、所定の安全性能を発揮できないばかりか、お子さまのみならず他
の乗員の方や保護者の方の安全にも重大な影響をおよぼすおそれがあ
ります。
安全に本製品をご使用いただくため、あらかじめ本取扱説明書を熟読し、
内容を十分にご理解した上で本製品をご使用ください。
本取扱説明書は、本製品の所定の場所に格納して大切に保管し、必要
なときにいつでも取り出して参照できるようにしておいてください。

必ずお読みください

チャイルドシートをご使用いただくにあたって、 国土交通省推奨による
ユーザー登録へのご協力をお願いいたしております。本製品は、日本国
内で使用を認められている欧州のチャイルドシート基準である ECE 基準
に適合しております。本製品は、当該基準に適合するよう万全の注意を
もって製造されていますが、万が一基準に適さない製品が発生し、かつ
その製品が出荷されてしまった場合、直ちにその製品を入手されたお客
様にご連絡を差し上げ、対象となった製品を修理する必要があります。
このような場合に、 迅速にお客様に情報をお伝えし適切に対応できるよ
う、 お客様にはユーザー登録をお願いいたしております。
お預かりしたお客様の個人情報は、弊社が管理し、お客様の承諾を得
ない限り、この緊急の連絡の目的にのみ利用させていただきます。

ユーザー登録のお願い

チャイルドシートは、 万が一の交通事故の際や自動車の急制動 ( 急発
進・急停止・急なハンドル操作など ) によって生じる、お子さまへの負担
や衝撃を軽減することを目的としており、お子さまを交通事故や急制動
により生じる負担や衝撃から無傷で守る事を保証する製品ではありませ
ん。
また、チャイルドシートが正しく取り付けられていなかったり、お子さま
がチャイルドシートに正しく固定されていなかったり、 お子さまの体重や
体格に適さない状態でチャイルドシートを使用したりすると、交通事故
や急制動時に本製品が所定の性能を発揮できないばかりか、本製品が
動くなどして、お子さまの安全のみならず、他の同乗者の安全にも重大
な影響をおよぼすおそれがあります。
本製品を使用するにあたっては、本取扱説明書の記載内容および本製
品本体の表記に従って、常に正しくご使用ください。
また、どれほど短い距離、どれほど短時間のドライブであろうとも、本
製品を常に正しくご使用いただくとともに、慎重で安全な運転を心がけ
るようにしてください。

チャイルドシートについて
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本製品は、自動車の座席の 3 点式シー 卜ベルトによって自動車の座席
に固定して使用します。
ただし、3 点式シートベルトが装備された座席でも、条件によっては使
用できない場合があります。
または、本製品が対応する ISO-FIX ベースシートを自動車の座席に取り
付け、ベースシートに本製品を取り付けて使用することもできます。
本製品が取り付けられる自動車の座席（または、本製品が対応するベー
スシートが取り付けられる座席）に関しては、以下のホームページに記
載の適合車種一覧をご確認いただくか、本取扱説明書末尾に記載の弊
社お客様サービスまでお問い合わせください。
なお、適合車種一覧は適宜更新しております。

自動車との適合について

この表示に付随して記載されている内容を守らなければ、死亡ま
たは重傷に至る切迫した事態が生じることを示します。

この表示に付随して記載されている内容を守らなければ、死亡ま
たは重傷に至ることがあり得ることを示します。

この表示に付随して記載されている内容を守らなければ、軽傷ま
たは中程度の傷害を負ったり、本製品またはその他の物品に損害
をあたえたりすることがあり得ることを示します。

この表示に付随して記載されている事柄は正しい状態にあること
を示します。

この印に付随して記載されている事柄は、誤った状態にあること、
または禁止されている状態にあることを示します。

表記の説明

本取扱説明書では、本製品を使用するにあたって特にご注意・留意いた
だく事項を「危険」「警告」「注意」に区分し、強調して表記しております。
この表記に付随して記載されている内容を無視すると、本製品をご使用
になるお子さまや保護者の方、また、周りにいる方や物品に損害をおよ
ぼすおそれがありますので、必ずこれらの内容を十分に理解した上でご
使用ください。

本取扱説明書で使用するイラストについて
本取扱説明で使用しているイラストは、より理解しやすくするために、大
きさの比率の変更、強調、誇張等をおこなっており、実際とは異なる部
分があります。あらかじめご了承ください。

その他の表記について
「ポイント」と表記された枠に記載されている事項は、本製品を
ご使用いただくにあたって知っておいていただきたいこと、また、
本製品をより便利に使用していただくための大切な情報です。
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重要事項の説明

3点式シートベルトでの取り付け時
本製品は「グループ 1　ユニバーサルカテゴリ」のチャイルドシートと
して使用することができます。
本製品は ECE R44/04 基準に適合しており、体重 9kg ～ 18kg（目安
年齢 1 歳頃から 4 歳頃まで）のお子さまに使用することができます。
本製品は多くの車両に取り付けて使用することができますが、すべて
の自動車の車両、座席に取り付けて使用できるものではありません。
自動車の取扱説明書のチャイルドシートの欄において「ユニバーサル」
グループ 1 のチャイルドシートが使用可能と表記されている場合は、
殆どの場合本製品を使用することができます。
本製品は、認証ラベルがない旧来のモデルよりも厳しい認証基準に準
拠しており「ユニバーサル」として分類されています。
本製品は、ECE no.16 または、これと同等の基準に適合した 3 点式シー
トベルトでのみ取り付けることができます。
本製品を、シートベルトが装備されていない座席で使用したり、2 点
式シートベルト、ラップベルト、5 点式シートベルトで取り付けたり、3
点式シートベルトの肩ベルトや腰ベルトのみで取り付けて使用しては
いけません。

本製品は、自動車の座席の 3 点式シートベルトまたは、本製品に対応す
る ISO-FIX ベースシートに取り付けて、それぞれ以下の通りの条件で使
用することができます。

・

・

・

・

・

・

・

ISO-FIX ベースシートでの取り付け時

本製品は ECE R44/04 基準に適合しており、体重 9kg ～ 18kg（目安
年齢 1 歳頃から 4 歳頃まで）のお子さまに使用することができます。
本製品は自動車の座席の汎用 ISO-FIX 固定装置に取り付けて使用す
ることができる当社製品の「Isofix Base 0+1」に対応しています。

「Isofix Base 0+1」の取扱説明書を参照し、自動車の座席に正しく取
り付けた上で、本製品を「Isofix Base 0+1」に取り付けて使用してく
ださい。

「Isofix Base 0+1」を使用すると、3 点式シートベルトで固定する場合
より安全性が向上します。

「Isofix Base 0+1」を使用するには、自動車の座席に汎用 ISO-FIX 固
定装置が装備されている必要があります。
本製品の適合車種一覧において、「Isofix Base 0+1」に本製品を取り
付けた状態で使用可能としている車両、座席以外では、使用しないで
ください。

・

・

・

・

・

本製品は、次の範囲にあてはまるお子さまにご使用いただけます。本製
品の使用可能な範囲は、ECE R44/04 グループ 1の規定である、お子さ
まの体重を基準に使用範囲を定めています。

使用可能なお子さまの範囲：体重 9kg から 18kg まで
目安として、1 歳頃から 4 歳頃までご使用いただけます。年齢は目安ですので、使
用可能なお子さまの範囲に満たない、または超えたお子さまは使用できません。

使用可能なお子さまの範囲

年齢が使用できる年齢の目安の範囲であっても、お子さまの体重
が使用可能なお子さまの範囲にあてはまらない場合は使用しては
いけません。
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取り付け、使用できない座席
以下に記載する座席では絶対に取り付け、使用しないでください。

以下に示す座席では絶対に使用しないでください。この指示を
守らないと、死亡または重傷に至る切迫した事態が生じます。

３点式シートベルト以外の座席（シートベルトでの取り付けの場合）
シートベルトが装備されていない座席はもちろん、2 点式シートベルト、5 点式
シートベルトでは使用できません。
必ず、3 点式シートベルトの装備された座席に取り付けて使用してください。

適合車種一覧で取り付け、使用不可となっている車種または特定の座
席
適合車種一覧で、取り付け、使用不可となっている車種または特定の座席（適
合車種でも、全ての座席で取り付け、使用可能とは限りません）では使用でき
ません。

進行方向に対して前向き以外の座席
本製品は、本製品を前向きにして車の進行方向に向かって前向きの座席にのみ
取り付けて使用することができます。車の進行方向に向かって後ろ向きや横向
きの座席では使用できません。また、車の進行方向に向かって前向きでも、補
助席などの特別な座席、バス、電車、飛行機、船などの座席でも使用できません。

以下に示す座席では絶対に使用しないでください。この指示を
守らないと、死亡または重傷に至る切迫した事態が生じます。

フロントエアバッグを装備している座席
フロントエアバッグが作動すると、エアバッグが展開する際の急激な衝撃によっ
て、本製品が押し出され、お子さまが死亡または重傷に至る切迫した事態が生
じます。
万が一の事態に備え、機能解除ができる座席でも、フロントエアバッグを装備
した座席では使用しないでください。

助手席
事故や衝撃を受けた際にダッシュボードにぶつかったりするほか、運転に支障
をおよぼすおそれもあります。本製品は、より安全な後部座席に取り付けて使
用してください。
運転席の後ろの座席への取り付けをお勧めしますが、自動車の座席の種類に
よっては、運転席の後ろの座席に取り付けできない場合もあります。その場合
は助手席の後ろの座席に取り付けてください。

ヘッドレストに干渉する座席
自動車の座席のヘッドレストが干渉して、本製品をしっかりと取り付けできない
場合は本製品を取り付けないでください。ヘッドレストの調整、取り外しが可
能な場合は、調整または取り外してヘッドレストが本製品に干渉しないようにし
て取り付けてください。

パッシブシートベルトの装備された座席
ドアを閉めると自動的にシートベルトが装着される、パッシブシートベルトの
座席では、本製品を使用できません。

本製品を安定して設置できない座席
レーシング用のバケットシートなどの極端な凸凹がある座席、幅や奥行きが極
端に狭い座席、本製品を取り付けるとドアやコンソールなど座席以外の構造物
に本製品が接触する座席では、本製品が安定しないため取り付けることができ
ません。
また、適合車種でも限定モデルや中古車の場合には、特殊な座席が付いてい
たり、座席そのものが交換されているなどする場合もあります。これらの場合、
本製品が安定して設置できないこともありますのでご注意ください。
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乗員の脱出に影響を与える座席
片開きドアのワンボックスカーのドア側の座席など、本製品を使用することによ
り、他の乗員が緊急時に自動車から脱出しにくくなるおそれがある座席では使
用しないでください。
実際に本製品を使用する前に、あらかじめ緊急時を想定して、取り付けようと
する座席の上に本製品を置き、その状態で、すべての座席から、他の乗員が容
易に乗降できるかどうか、また、緊急時にお子さまを迅速に脱出させることが
できるかを、あらかじめ確認してください。

その他、取り付けられない座席
本製品は、中央座席ではご使用いただけません。また、座席の形状やサイズ、シー
トベルトの長さ、ベルトバックルの高さや前後の位置などが影響し、本取扱説
明書にしたがっても、しっかりと固定できない、安定しない座席では使用できま
せん。

本製品を使用することによって運転、操作に支障をきたす座席
本製品を使用すると、ドアミラーが見えにくくなる、サイドブレーキやシフトレ
バー、ハンドル、ウインカーなどの操作に影響を与え、自動車の安全な運転に
支障をきたすおそれのある座席では使用できません。

以下に示す座席では絶対に使用しないでください。この指示を
守らないと、死亡または重傷に至る切迫した事態が生じます。

床下収納のある座席（ISO-FIXベースシートによる取り付けの場合）
ISO-FIX ベースシートによる取り付けの場合、ISO-FIX ベースシートのサポート
レッグが干渉しますので、座席の足元に収納スペースがある座席には取り付け
ないでください。 ś

ś

Ŀ
Ŀ

Ŀ

Ŀ

①助手席
　取り付け、使用してはいけません。

②2列目以降、左右ドア側座席
　取り付け可能です。

③2列目以降、中央座席
　取り付け、使用してはいけません。

④進行方向に向かって横向きの座席
　取り付け、使用してはいけません。

⑤進行方向に向かって後ろ向きの座席
　取り付け、使用してはいけません。

上図に関わらず、適合車種一覧で、取り付け、使用不可となってい
る車種または特定の座席（適合車種でも、全ての座席で取り付け、
使用可能とは限りません）では使用できません。

取り付け可能な座席位置

座席の可動部、ドアの開閉に干渉する座席
座席の可動部分や、ドアの開閉に干渉する座席には取り付けないでください。
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シートベルトの種類について
3 点式シートベルトでの使用時、本製品は ECE no.16 または、これと同等の基準に適合した 3 点式シートベルトでのみ取り付けることができます。
3点式シートベルトでも、種類によっては、本製品が正しく取り付けられなかったり、適切に使用できない可能性があります。次の表の説明を参考にして、
使用しようとする自動車の取扱説明書を確認するか、または自動車のメーカー、お買い求めになった自動車の販売店に問い合わせるなどして、装備
されている 3 点式シートベルトの種類を確認してください。

シートベルトの種類 機能・特徴 取付
可否 注意点

ALR
自動ロック式ベルト巻取装置

ELR
緊急ロック式ベルト巻取装置

NR
AELR
チャイルドシート固定機構付
ベルト巻取装置

その他

シートベルトを引き出して途中で止めるとその位置で固定され、戻
す方向にしか動かなくなる（それ以上引き出せなくなる）。最後まで
戻しきると固定機能が解除される。

ゆっくりとならばシートベルトを引き出すことができるが、強く引く
と固定され、それ以上引き出せなくなる。

固定機能がなく、どの状態でもシートベルトの引き出し、戻しがで
きる。

通常時はELRとして機能。シートベルトを最後まで引き出すと、チャ
イルドシート固定機構（ALR）に切り替わり、シートベルトが最後
まで引き戻ると、再び ELR に切り替わる。

パッシブシートベルト・2 点式・5 点式シートベルトなど。

取り付けできません。

ゆっくりとシートベルトを引き出して本製品を取り
付けてください。

取り付けできません。

取り付けできません。

シートベルトを最後まで引き出すと危険です。必ず、
シートベルトを一度巻き戻してチャイルドシート固
定機構（ALR）を解除して取り付けてください。

中古車やディーラー限定モデルなど、特別仕様車の場合には、座席やシートベルトの種類が自動車の取扱説明書の内容と異なることがあります。確認
できなかった場合には、自動車のメーカーや、自動車をお買い求めになったディーラーにお問い合わせください。

シートベルトの種類が適合していても、他の条件により、本製品を正しく取り付け、使用できない場合があります。取り付け、使用可能な車種については、
適合車種一覧をご確認ください。適合車種一覧で、取り付け、使用不可、とされている車種、座席では、絶対に取り付け、使用しないでください。
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本製品が入っていたビニール袋等の梱包材は、本製品開梱後、直ちにお子さまの手の届かない場所に廃棄してください。

本製品には、次のものが同梱されています。すべてのものが揃っていることを確認してください。万が一、足りないもの、破損しているものがある場合、
そのままご使用にはならず、大変お手数ですが、巻末に記載のお客様サービスまでご連絡ください。

内容物の確認

ବୂૼୂᔿ᪮ષઔક
ሔᇻ

ሔ௰
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各部の名称

本製品の各部の名称

① 高さ調節レバー
② ヘッドレスト
③ 肩ベルトパッド
④ リクライニングレバー（座面部の奥）
⑤ ブースタークッション
⑥ アジャスターボタン
⑦ アジャスターベルト
⑧ 固定解除レバー

⑨ ベルトパス
⑩ シェル
⑪ ロックオフデバイス
⑫ 取扱説明書ホルダー
⑬ 保護ベース

バックル
❶ ハーネス
❷ 差込タング
❸ 受けバックル
❹ バックルボタン
❺ 股ベルトパッド

ଖଉ૵଱ ❶

❷
❹❸

❺

࢙

࢚

࢛

࢜

࢝

࢞

࢟

ࢠ

ࢡ

ଖଉ૵଱

ࢢ

ࢣ

ࢤ

ࢥ
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自動車に関わる部位、部品の名称
本取扱説明書においては、本製品を取り付ける自動車の座席の部位、部品に関して言及している箇所があります。特に、シートベルトやバックルなど、
自動車と本製品で同様名称の部位、部品がありますので、これらを区別するため、本取扱説明書において、自動車の部位、部品については以下の
通りの名称を用います。

ଞଉଏଲ૿଎

ྺᭂ
ᝎ૊ધ૔

ྺྑ

ថೳ᧋ᝅଟ଱଎ᱡᝅଟ଱଎ᱢ
ថೳ᧋ᝳଟ଱଎ᱡᝳଟ଱଎ᱢ

ଟ଱଎ଅହ૶
ଟ଱଎ଖଉ૵଱ ଖଉ૵଱

ፗᓽ ,62�),; ෾໱᢮᛽

�ᑊ࿘૽ୂ଎ଟ଱଎
૽ୂ଎ଟ଱଎
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本製品の誤った使用は、所定の機能を発揮できないばかりか、お子さまのみならず他の乗員の方にも思わぬ危険をおよぼすおそれがあります。
ここでは、本製品をお使いいただくにあたって、注意していただきたい重要な事柄や、「してはならない」重要な禁止事項について説明しております。

使用上の注意

以下に記載する内容を守らなければ、死亡または重傷に至る切
迫した事態が生じることを示します。

自動車の進行方向に対して前向きに取り付けること
本製品は、自動車の進行方向に対して前向きの座席に、前向きにして取り付け
ます。後ろ向き、横向きには取り付け使用してはいけません。

正しく自動車の座席に固定して使用すること
本製品は、本取扱説明書および本製品本体に記載されている指示、手順に従っ
て、正しく自動車の座席に固定してください。
正しく固定されていないと、本製品が所定の安全性能を発揮できず大変に危険
です。

指定の方法以外で自動車の座席に固定しないこと
本取扱説明書および本製品本体に記載されている指示、手順以外の方法で本
製品を固定すると、事故や急制動の際に、本製品が自動車の座席から外れる
おそれがあります。
また、ひもや、帯状のもの、布、梱包用ベルト、テープなど、シートベルト以
外のもので本製品を固定してはいけません。シートベルトで固定した上に、こ
れらのもので補強してもいけません。
3 点式シートベルトまたは ISO-FIX ベースによって本製品が自動車の座席に正
しく固定されていたとしても、これらのものが、お子さまの首や身体に引っかか
り窒息するなど重大な事故につながるおそれがあります。

走行中はお子さまを本製品に正しく着座させて固定すること
以下に短い距離、時間の移動の場合でも、お子さまは本製品に正しく着座させ
て本製品のハーネスで固定するようにしてください。大人の方がお子さまを抱
いた状態であっても、急ブレーキを掛けた場合など、低速での走行場合であっ
たとしてもお子さまが前方に飛び出して重大な事故につながるおそれがありま
す。

使用条件を厳守すること
本製品は、欧州のチャイルドシート基準 (ECE R44/04) に適合するチャイルド
シートです。この基準により、使用できる条件と使用方法が定められています。
P5 記載の「使用可能なお子さまの範囲」の条件に満たない、または超えたお
子さまは、本製品を使用してはいけません。

以下に記載する内容を守らなければ、死亡または重傷に至る切
迫した事態が生じることを示します。

お子さまを正しく固定して使用すること
本取扱説明書の記載に従い、正しくお子さまを固定してください。規定された
体重に適さないお子さまに使用したり、肩ベルト、シートベルトを間違って使用
したり、お子さまを立たせたり、正座、中腰の体勢で使用したり、複数のお子
さまを座らせたりしてはいけません。

体型が合わなくなったら使用しないこと
お子さまの体重が本製品の使用可能な範囲内でも、本製品に正しくお子さま
を乗せた際に、頭頂部が本製品から上にはみ出してしまう場合、お子さまの足
が本体から極端にはみ出してしまうようになった場合には、お子さまを正しく固
定できず、お子さまが窮屈なばかりでなく、衝撃を受けた際に、お子さまが落
下したり、飛び出したりするおそれがあります。

自動車の座席の本製品を固定する装置に損傷がある場合は、取り付け、
使用をしないこと
3 点式シートベルトによる取り付け時にシートベルト（ベルトタング、ベルトバッ
クルを含む）に損傷がある場合や ISO-FIX ベースによる取り付け時に汎用 ISO-
FIX 固定装置に異常がある場合には、その座席に本製品を取り付け、使用して
はいけません。交通事故や急制動の際に本製品が座席から外れるおそれがあ
ります。
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以下に記載する内容を守らなければ、死亡または重傷に至る切
迫した事態が生じることを示します。

走行前に本製品の状態を確認すること
走行前には、本製品が正しく自動車の座席に取り付けられているかどうか、本
製品が正しい状態になっているか、必ず確認してください。お子さまや他の乗
員などが、本製品に触れたり固定しているシートベルトや本製品、他の部品に
触れるなどしてて、本製品の取り付けがゆるむなどしてしまっている可能性があ
ります。

以下に記載する内容を守らなければ、死亡または重傷に至る可
能性があります。

大人が操作、取り付け、調節すること
本製品をお子さまに操作、取り付け、調節させないでください。

お子さまを乗せたままで本製品の組み立て、取り付けをしないこと
本製品が正しく組み立て、取り付けできなくなるおそれがあります。また、これ
らの操作中にお子さまがケガをするおそれがあります。

車内では本製品を必ず座席に固定しておくこと
お子さまが使用しない場合でも、自動車に本製品を乗せる際には、本製品を自
動車の座席に固定してください。正しく固定されていないと、交通事故や急制
動の際に本製品が移動し、他の同乗者にあたるなどして、死亡または重傷を負
うおそれがあります。

本製品の機構部に手指を差し入れないこと
ケガをする恐れがありますので、本製品の稼働部分、機構部分に不用意に指を
入れないでください。

3点式シートベルトによる取り付け時にはシートベルトの状態に注意
すること
シートベルトがゆるんだ状態やねじれた状態で使用してはいけません。事故や
急制動の際にお子さまに過剰な衝撃が加わったり、本製品が自動車の座席か
ら外れるおそれがあります。
また、過去に事故にあったり大きな衝撃を受けた座席の場合、シートベルトが
正しく機能しなくなっている可能性があります。このような場合には、シートベ
ルトが正常に機能しているかどうかを自動車の整備工場などで確認するように
してください。

ハーネスの状態に注意すること
本製品のハーネスがゆるんだ状態やねじれた状態で使用してはいけません。事
故や急制動の際にお子さまに過剰な衝撃が加わったり、お子さまが本製品から
飛び出したりするおそれがあります。
ハーネスは、本取扱説明書の指示に従い正しい高さに調整し、正しい強さで締
め付けるようにしてください。

以下に記載する内容を守らなければ、死亡または重傷に至る可
能性があります。

適宜、お子さまの状態を確認すること
お子さまがバックルを外していたり、ハーネスから腕や脚を抜いたりしていない
か適宜確認するようにしてください。お子さまが寝ている場合でも常にお子さ
まの様子を確認するようにしてください。

本製品の下にクッションや敷物などを敷かないこと
座布団やクッションなどの敷物を置いた自動車の座席の上に本製品を取り付け
てはいけません。本製品が所定の安全性能を発揮できなくなるおそれがありま
す。
本製品を正しく取り付けた際に、自動車の座席にくぼみや傷が生じる可能性が
ありますが、あらかじめご了承ください。

ISO-FIXベースシートは確実に取り付けて使用すること
本製品は、「Isofix Base 0+1」など本製品に対応する ISO-FIX ベースシートを
自動車の座席に取り付けた上で、その ISO-FIX ベースシートに本製品を取り付
けて使用することができます。
本製品が脱落し、重大な事故につながるおそれがありますので、本取扱説明
書および ISO-FIX ベースシートの取扱説明書の指示に従い、それぞれを正しく、
確実に取り付けて使用してください。
また、本製品は、当社が指定するベースシート以外には取り付けることができ
ません。無理に取り付けようとすると、本製品が破損したり本製品が使用中に
脱落したりするおそれがあります。

不適切な着衣では使用しないこと
お子さまを正しく固定できず、お子さまが本製品から落下したり、飛び出したり
するおそれがありますので、厚みのあるダウンジャケットなどの厚着や、ケープ、
毛布など衣服ではないもの、また、おくるみなど、両足が出ない（股ベルトを
両足で挟めない）構造の着衣で本製品を使用しないでください。
また、毛布や座布団などの敷物を本製品の座席に敷かないでください。
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目的外で本製品を使用しないこと
本製品は、チャイルドシートとしてのみ使用することができます。室内用の椅子、
ベッドなどの目的で使用してはいけません。また、本製品はお子さまの長時間
の睡眠には適していません。

強い衝撃を受けた本製品／損傷した本製品は使用しないこと
落下したり、車のドアで強くはさむ、交通事故にあったなど、一度でも強い衝
撃を受けた本製品は使用してはいけません。目には見えない損傷によっても、
本製品が安全に機能しない可能性があります。

本製品に過度の負担を掛けないこと
本製品に損傷を与えるおそれがありますので、本製品に重いものを載せたり、
自動車のドアや座席のリクライニングで強くはさむなどしたりしないでくださ
い。本製品が損傷した場合、本製品を使用してはいけません。また、過度の負
担が掛かると、本製品の取り付けがゆるんでしまう可能性もあります。

肩ベルトパッドを取り外して使用しないこと
肩ベルトパッドを取り外した状態では本製品が安全に機能しません。必ず取り
付けて使用してください。

以下に記載する内容を守らなければ、死亡または重傷に至る可
能性があります。

お子さまを車内に放置しないこと
いかなる場合でも、お子さまが寝ているからといってお子さまを自動車の中に
放置してはいけません。たとえわずかな時間でも、日差しにより自動車内の温
度が高くなり、熱中症・脱水症状になるおそれがあります。
また、日差しのない時でも、本製品から抜け出ようとして、ハーネスに絡まり窒
息したり、誤って自動車の操作をしたりするなどして、重大な事故につながるお
それがあります。

本製品のシートカバーを取り外して使用しないこと
シートカバーは本製品を構成する重要な部品です。シートカバーを取り外した
状態で使用すると本製品が安全に機能しません。また、同様に当社が指定する
シートカバー以外のものと交換して使用してはいけません。

本製品の部品、ラベルやシールを取り外して使用しないこと
本製品が所定の安全性能を発揮できなくなるおそれがありますので、本取扱説
明書で別段の指示がない限り、本製品の部品を取り外して使用しないでくださ
い。ポリスチレン、衝撃吸収材も安全に関わる重要な部品ですので、決して取
り外して使用しないでください。また、同様に、本体に貼られているラベルやシー
ルも安全基準に関わる重要な部品ですので、決してはがさないでください。

本製品を取り付けた後に、自動車の座席のリクライニング操作、座席
の移動をした場合には状態を確認すること
本製品を、3 点式シートベルトで取り付けた後に、取り付けた自動車の座席の
リクライニング操作、また、座席の位置を前後に移動させる操作をすると、取
り付けがゆるむ可能性があります。これらの操作をした後には、必ず取り付け
状態を確認してください。

以下に記載する内容を守らなければ、死亡または重傷に至る可
能性があります。

本製品の分解、改造をしないこと、および指定外部品を使用しないこ
と
本製品が所定の安全性能を発揮できなくなるおそれがありますので、本製品の
分解、改造をしないでください。また指定外部品への交換、本製品に同梱され
ていないアクセサリや部品を本製品に取り付けて使用しないでください。

中古品や劣化した本製品を使用しないこと
本製品の中古品は、過去の履歴や保管状況、使用状況が不明なため、使用し
てはいけません。

製造から7年を経過した本製品を使用しないこと
部品の経年劣化の影響などにより、本製品が所定の安全性能を発揮できなく
なるおそれがありますので、製造日から7 年を経過した本製品は使用しないで
ください。

不適切な保管をしないこと
部品の劣化が早まったり、正常に機能しなくなるおそれがありますので、風雨
にさらされる露天、直射日光のあたる場所、極端に暑くなる場所、湿気の多い
場所、ホコリの多い場所などで保管しないでください。また、このような状態
で長期間保管した本製品を使用してはいけません。

走行中に本製品の操作をしないこと
走行中にお子さまの乗せ降ろしはもちろん、本製品の取り外し、調節を行わな
いでください。安全な場所に停車させた上で、これらの操作をしてください。
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適切にお手入れすること
本製品が安全に機能しなくなるおそれがありますので、本製品のお手入れは、
本取扱説明書の指示に従って正しくおこなうようにしてください。

以下に記載されている事項を守らないと、軽傷または中程度の
傷害を負ったり、本製品またはその他の物品に損害をあたえる
可能性があります。

部品の過熱に注意すること
ヤケドを負うおそれがありますので、本製品の金属部品や樹脂部品が日光に
より過度に加熱していないか確認してから、お子さまを乗せてください。また、
本製品を操作する方も、温度を確認してから操作するようにしてください。
野外に駐車する際には、直射日光を避けた上で本製品に覆いをするなどして加
熱を防ぐようにしてください。

車内の動くものは固定しておくこと
交通事故や急制動の際に、本製品を使用しているお子さまのみならず、他の同
乗者にあたるなどしてケガを負うおそれがありますので、自動車内にある移動
する物品は適切に固定するようにしてください。

長時間連続して使用しないこと
お子さまを長時間にわたり同じ姿勢で固定すると、お子さまにストレス、疲労を
あたえる可能性があります。より快適にご使用いただくため、適宜自動車を安
全な場所に駐車し、お子さまを本製品から降ろして、お子さまが自由に動ける
ようにしてあげてください。
運転の安全のためにもなりますので、適宜休憩をとるようにしてください。

使用前に確認すること
本製品の一部の部品は、お子さまの敏感な肌に害をおよぼすことがあります。
お子さまを座席に置く前に確認してください。敏感な肌のお子さまの場合は、
直接肌が触れないよう、着衣で調整してください。

本製品使用上の重要な事項
本取扱説明書は、必要な時にいつでも参照できるよう、本製品の取
扱説明書ホルダーに常に保管しておいてください。
製品の修理、交換部品または情報については、販売後のサポートサー
ビスにお問い合わせください。関連情報は本取扱説明書の裏表紙に
記載されています。
ご不明な点がある場合は、お買い求めいただいた販売店または本取
扱説明書の裏表紙に記載の連絡先までお問い合わせください。
本製品には、個別のシリアルナンバーが付与されています。
ご使用前に保証書欄をご確認の上、必要事項をご記入いただき、ご購
入時のレシート・領収書等を貼り付けておいてください。

・

・

・

・
・

本製品は、お子さまを保護するため、自動車の座席に強く取り付けられ
る必要があり、これにより自動車の座席にへこみや痕、表皮に傷が付く
場合があります。本製品を正しくご使用いただいた結果、自動車の座席
にこれらの損傷が生じる可能性があることをあらかじめご了承ください。
当社は、この損傷に関しての損害賠償の責を負わないものとさせていた
だきます。

本製品が正しく固定できず、衝撃により本製品が滑るなどして重
大な事故につながるおそれがありますので、自動車の座席の保護
を目的に、本製品の下に座布団やクッションなどを敷かないでくだ
さい。

自動車の座席について

参照 P16＞取扱説明書ホルダー
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交通事故など、緊急時には、あわてず、本製
品のバックルボタンを押し下げて、ハーネスを
外し、速やかにお子さまを自動車外に脱出さ
せてください。この際に、ハーネスや自動車
のシートベルトにお子さまが絡まないように
注意してください。
バックルボタンが機能しない場合は、本製品
を固定している自動車のシートベルトを外し
て本体ごと自動車外に脱出させるか、または、
市販のシートベルトカッターなどを使用して
ハーネスを切断し、お子さまを車外に脱出さ
せてください。

ଖଉ૵଱ଢଅହ

緊急時の操作について

本書は、必要な時にいつでも参照できるよう、本製品の取扱説明書ホ
ルダーに常に保管しておいてください。
取扱説明書ホルダーは、本製品の背面にあります。

取扱説明書ホルダー

൅გᤖᇂᇻଡ଱ଆୂ

バックルの使いかた
01
バックルを外すには、バックルボタンを押し下げます。

より、安全で快適にお使いいただくためには、お子さまの体形に応じて、
各部を調整する必要があります。
実際にお使いになる前に、本製品の使いかたを一通り理解し、正しく調
節し、取り付けて使用してください。

ଖଉ૵଱ଢଅହ

基本機能の説明
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02
バックルを留めるには、①左右の差込タングを組んで、②受けバックルに
③「カチッ」と音がするまで差し込んで留めます。

受けバックルの内部にゴミなどが入らないよう、お子さまを乗せ
ていないときも、バックルを留めておくようにしてください。

バックルが正しく留っていないと、本製品の使用中に急にバックル
が外れ、お子さまが本製品から飛び出したり、落下したりするな
どして、重大な事故につながるおそれがあります。
正しく差込タングを受けバックルに差してもカチッ！と音がしない、
バックルリリースボタンが動かないなど、バックルに異常を発見し
た場合はただちに本製品の使用を中止してください。

࢙࢙

࢚
࢛

ハーネスの調節のしかた

長さの調節

ハーネスが適切に調整されていないと、お子さまが本製品から落
下したり、過度の負担がかかったりするなどして、重大な事故に
つながるおそれがあります。

01
あらかじめ、バックルを留めておきます。

02
ハーネスを短くする（締め付ける）場合は、アジャスターベルトをゆっく
りと引きます。強く締め付けすぎないように注意してください。
お子さまの胸部とハーネスの間に大人の方の指先が差し込める程度に締
めつけるようにしてください。

肩ベルトが強く締まり、お子さまを過度に圧迫するおそれがあり
ます。アジャスターベルトを、勢いよく、また必要以上に引っ張
らないでください。

૨૾଩૿ଅୂଟ଱଎



18

03
ハーネスを長くする（ゆるめる）場合、片方の手で①アジャスターボタン
を押しながら、②もう片方の手で、左右の肩の部分のハーネス引っ張り、
ハーネスを緩めます。
左右のハーネスが同じ長さになるように緩めてください。

締めつけがゆるすぎると、使用中にお子さまが本製品から落下し
たり、衝撃を受けた際にお子さまを正しく保護することができま
せん。必ず、お子さまの胸部とハーネスの間に大人の方の指先が
差し込める程度に締めつけるようにしてください。

01
ヘッドレスト上端の①高さ調節レバーを引き上げて、②ヘッドレストの高
さを調節します。③「カチッ」と音がしてヘッドレストが正しく固定される
と、高さ調節レバーが元の位置に戻ります。
軽くヘッドレストを上下に動かして、確実に固定されていることを確認し
てください。

高さの調節

本製品では、ヘッドレストと連動してハーネスの高さ（肩の位置）を調節
します。お子さまの体形、成長に合わせ、正しく調節してください。

参照 P19＞ 02

૨૾଩૿ଅୂଢଅହ

࢙

࢚ ࢚

肩ベルトパッドを持つと、ハーネスをゆるめることはできません。

࢙ ࢚

࢛

ᮿઝᤜᙇଲଖୂ
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ヘッドレストの高さ（ハーネスの肩の位置）は 7 段階で調節でき
ます。

02
ハーネスは適切な高さに調節してください。
お子さまの肩の高さにハーネスがくるよう、下図を参照して調節してくだ
さい。

ハーネスの高さが低すぎたり、高すぎたりすると、本製品が安全
に機能しません。

ᮿડખ૓ ௬ડખ૓
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01
本製品は、背もたれの角度を 4 段階で調節することができます。
①シート先端の裏側にあるリクライニングレバーを押し上げて、②シェル
を前後に動かします。シェルは 4 段階のいずれかで固定されます。

リクライニングの使いかた

࢚

࢙

01
本製品には、月齢の低い間や身体の小さなお子さまにお使いいただく
ブースタークッションが取り付けられています。
お子さまが成長して窮屈になったら、ブースタークッションは取り外して
ください。
取り外したブースタークッションは、お子さまの手の届かない場所で無く
さないよう大切に保管してください。

ブースタークッションの使いかた

02
ブースタークッションは、ハーネスの下側左右でブースタークッションの
切り込み部を差し込んで取り付けてあります。
バックルを外すと簡単に、取り付け、取り外しすることができます。
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ブースタークッションは、切り込み部をハーネス（下側）に差し込
んで使用します。別に固定されてはいませんので、お子さまを乗
せる際には、ブースタークッションがずれないように注意してくだ
さい。

3 点式シートベルトによる取り付け

01
本製品の底部に保護ベースが取り付けられていることを確認します。
ご購入時、保護ベースは取り付けられています。

జᥒଟୂ૿
保護ベースを取り外した状態で取り付けると、自動車の座席の表
面に傷を付けるだけではなく、本製品が正しく固定されず大変に
危険です。

参照 P26＞ 02

02
下図を参照して、本製品を自動車の座席に置きます。

03
本製品の後部にシートベルトを通しやすくするため、リクライニングレ
バーを操作して、最も寝かせた状態にします。

取り付け後に、リクライニングを快適な位置に調節してください。

参照 P20＞ 01
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04
シェルのすき間部分にシートベルトを通して反対側に出します。
シートベルトはハーネスの上側を通してください。

ડક᫠

᢯ెઓ૑ᣎધᒓႆ

シートベルトを本製品のハーネスの下側に通さないでください。

05
シートベルトにねじれがない事を確認して、ベルトタングをベルトバック
ルに差し入れて、シートベルトバックルを留めます。「カチッ」と音がする
よう、しっかりと留めてください。

シートベルトにねじれがないようにしてください。ねじれがあると
本製品が所定の安全性能を発揮できません。

作業中に、シートベルトの固定機能が働いてしまうと、それ以上
作業ができなくなります。作業途中で、固定機能が働いてしまっ
た場合には、お車の取扱説明書を参照し、固定機能を解除して
作業を続けてください。
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06
下図を参照して、自動車腰ベルトを本製品の左右の赤色のベルトパスに
通します。左右ともベルトパスのガイドの下側に通してください。

૲૪ଏ

07
自動車肩ベルトが通っている側のロックオフデバイスを開きます。
①ロックオフデバイス下部のロックプレートを下側に開き、②ロックオフ
デバイスを開きます。

ଳଉ૵૰ଛ଍ଖ૪૿

࢙

࢚

ロックオフデバイスはシェルの左右に付いています。自動車肩ベ
ルト側のロックオフデバイスを使用します。上図は、自動車の座
席を正面から見て左側に自動車の肩ベルトの取り出し口がある場
合を示しています。
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08
①自動車肩ベルトをねじらないように注意してロックオフデバイスに通
し、②ロックオフデバイスを閉じて、③「カチッ」と音がするようにしっか
りとロックプレートを閉じます。

࢙

࢚

࢛

自動車肩ベルトにねじれや折れがないようにしてください。ねじ
れていたり、折れていたりすると本製品が所定の安全性能を発揮
できません。

ロックオフデバイスは確実に閉じてください。ロックオフデバイス
が確実に閉じられていないと、事故や衝撃を受けた際に本製品が
座席から外れたり、過剰に移動するなどして大変危険です。

09
自動車肩ベルトを上方向に引っ張り、きつく締めます。
本製品の座面部分を、自動車の座面に強く押しつけながら、自動車肩ベ
ルトを引くと、より強く締めることができます。

取り付けが緩い状態のまま使用すると、事故や衝撃を受けた際に、
本製品が外れて自動車の座席から飛び出すおそれがあります。

10
本製品の上部を手で前後左右に軽く動かしてみます。本製品の底面が
3cm 以上動く場合、取り付けが緩い状態ですので、もう一度取り付けな
おしてください。



25

11
本製品のリクライニングを、お子さまに合わせて適切に調節してくださ
い。

参照 P20＞ 01

ISO-FIX ベースシートによる取り付け

本製品は自動車の座席の汎用 ISO-FIX 固定装置に取り付けて使用する
ことができる当社製品の「Isofix Base 0+1」に対応しています。

「Isofix Base 0+1」の取扱説明書の指示に従い、自動車の座席に正しく
取り付けた上で、本製品を「Isofix Base 0+1」に取り付けて使用してく
ださい。

「Isofix Base 0+1」を使用すると、3 点式シートベルトで固定する場合よ
り安全性が向上します。
また、当社が別に指定する場合、その ISO-FIX ベースシートに取り付け
て使用することができます。

「Isofix Base 0+1」を使用するには、自動車の座席に汎用 ISO-FIX 固定
装置が装備されている必要があります。

本製品のみでは、ISO-FIX による取り付けはできません。
「Isofix Base 0+1」などの、本製品に対応した ISO-FIX ベースが
必要です。

「Isofix Base 0+1」を正しく自動車の座席に取り付けてく
ださい。
当社が指定する ISO-FIX ベースシート以外に本製品を取
付けて使用してはいけません。

01
あらかじめ「Isofix Base 0+1」が自動車の座席に取り付けられている場
合は、「Isofix Base 0+1」の ISO-FIX コネクターを伸ばして、最も前の位
置まで移動させておきます。

,62�),; ૹଓ૵ଅ

「Isofix Base 0+1」が自動車の座席に取り付けられていない場合も同様
に、「Isofix Base 0+1」の取扱説明書を参照し、正しく自動車の座席に
取り付けた上で、ISO-FIX コネクターを伸ばして、最も前の位置まで移
動させてください。

ISO-FIX コネクターを伸ばさないと（「Isofix Base 0+1」の本
体部分を前方に動かす）、自動車の座席の背もたれに干渉して
本製品の取り付けが困難になります。
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02
①シェル前方左右の固定解除レバーを前に引いて、②シェルの前を持ち
上げて保護ベースを取り外します。固定解除レバーは左右同時に操作し
てください。
保護ベースは、3 点式シートベルトによる取り付け時に必要となります。
また、本製品の保管時は保護ベースを取り付けておいてください。
取り外した保護ベースは、お子さまの手の届かない安全な場所で大切に
保管しておいてください。

3 点式シートベルトで取り付ける場合は、保護ベースを必ず取り
付けてください。

࢙

࢚

保護ベースを取り付けるには、保護ベースの前後を確認して（下
図参照）、①シェルの後部の U 字部分を保護ベース後部の左右の
フックにかけて、②シェルの前部の U 字部分を保護ベース前部の
左右のフックにかけます。③ 「カチッ」と音がして、保護ベースがシェ
ルにしっかりと固定されている事を確認してください。

࢙ ࢚

8໖ᩂಹ

୺ઓ૑ᣎધ෽

ଛଉ૵

保護ベースの前後の U 字部分すべて（4カ所）が、確実に保護ベー
スのフックに固定されていることを確認してください。1カ所で
も外れていたり、しっかりと固定されていないカ所があると、事
故や衝撃を受けた際に、本製品が安全に機能しないおそれが
あります。



27

03
①シェルの後部の U 字部分を、「Isofix Base 0+1」の後部のチャイルド
シートマウントにかけて、②シェルの前部を「カチッ」と音がして「Isofix 
Base 0+1」に固定されるまで押し込みます。

操作は、基本的には前ページの「ポイント」に記載の、保護ベー
スの取り付けかたと同様です。保護ベースの「フック」が「Isofix 
Base 0+1」の「チャイルドシートマウント」に該当します。

࢚

࢙

04
「Isofix Base 0+1」の前側にある左右のロックインジケーターが両方とも
緑色になっていることを確認してください。
両方またはいずれか一方でも緑色になっていない場合は、本製品が正し
く「Isofix Base 0+1」に固定されていません。

஄ᆩઔᛄ឴

ᒿ ᒿ

使用中に本製品が外れて重大な事故につながるおそれがあります
ので、「Isofix Base 0+1」のロックインジケーターが両方とも緑色
になっていない場合は、そのまま使用しないでください。
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05
「Isofix Base 0+1」の①コネクタレバーを手前に引いて、②本製品を背も
たれ側に押し込みます。
可能な限り押し込みます。カチッと音がして本製品が固定されて、コネク
タレバーに③ OK サインが出ていることを確認してください。NG サイン
が出ている場合は、OK サインが出るまで、本製品を前後に動かしてくだ
さい。

06
「Isofix Base 0+1」が確実に自動車の座席の左右の汎用 ISO-FIX 固定装
置に確実に固定されていることを確認するため、「Isofix Base 0+1」を前
後左右に動かそうとしても動かないことを確認してください。
あわせて、本製品も同様に確実に固定されていることを確認してくださ
い。

ૹଓ૵ଅଲଖୂ

࢚

࢙

࢛

使用中に本製品が移動して重大な事故につながるおそれがありま
すので、「Isofix Base 0+1」のコネクタレバーに「OK」の表示が出
ていることを確認してください。

お子さまの乗せかた

01
バックルを外し、①左右の差込タングをそれぞれシェル左右のゴムバン
ド部分に掛け、②受けバックルを前方に倒しておきます。

参照 P16＞ 01

ཽ᧻ଅହ૶

ૺଦଖହଏ

࢙

࢚
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02
下図を参照して、お子さまを本製品に座らせて、肩、腰にハーネスを通し
ます。

03
ヘッドレストを調節して、ハーネスの高さ（肩の位置）を最適な位置にし
ます。

参照 P19＞ 02

ハーネスの高さは常に適切に調節してください。ハーネスの高さ
が適切でないと、重大な事故につながるおそれがあります。
お子さまの成長にあわせて、こまめに高さを確認して調節するよ
うにしてください。

04
ハーネスの腰の部分をお子さまの骨盤の上を通して、バックルを留めます。

参照 P17＞ 02

କୂଓ૿શᝳᩂಹઔ
઒໓ઝ૆શᮺᕗશ୺
૚ᨔ૓ૐ઎ળટ૆ડ
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05
ゆっくりと慎重にアジャスターベルトを引いて、ハーネスを締めます。
強く締め付けすぎないように注意してください。

૨૾଩૿ଅୂଟ଱଎

参照 P17＞ 01～ P18 ＞ 03

肩ベルトが強く締まり、お子さまを過度に圧迫するおそれがあり
ます。アジャスターベルトを、勢いよく、また必要以上に引っ張
らないでください。

締めつけがゆるすぎると、使用中にお子さまが本製品から落下
したり、衝撃を受けた際にお子さまを正しく保護することができ
ません。必ず、お子さまの胸部とハーネスの間に大人の方の指先
が差し込める程度に締めつけるようにしてください。

06
ハーネスの高さが適切になってること、ハーネスの腰部分がお子さまの
骨盤の上を通っていることを確認してください。

お子さまの安全のため、ハーネスの腰部分はお子さまの骨盤の上
を通すようにしてください。骨盤の上を通っていないと事故や衝撃
を受けた際に、お子さまの内蔵や肢に過剰な負担がかかるおそれ
があります。

ISO-FIX ベースシートからの取り外しかた
01

「Isofix Base 0+1」の①コネクタレバーを手前に引いて、②本製品を座席
の前側に引き出します。

ૹଓ૵ଅଲଖୂ

࢚

࢙

サポートレッグを短くしておくと作業がしやすくなります。

02
①シェル前方左右の固定解除レバーを前に引いて、②シェルの前を持ち
上げて取り外します。固定解除レバーは左右同時に操作してください。

࢚

࢙

取り外した本製品は、自動車の
外に出してください。固定されて
いない本製品をそのまま車内に
放置すると危険です。
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お手入れのしかた

カバー類の取り外し
01
ブースタークッションが取り付けられている場合は、外しておきます。
バックルを外しておきます。必要に応じて保護ベースを取り外します。
参照 P20＞ 01～ 02

参照 P16 ＞ 01

02
シェルの後ろ側、下部のベルトプレートから左右のハーネスを取り外しま
す。

ଟ଱଎ଝଲୂ଎

03
左右のハーネスを、前方に抜きだします。

04
肩ベルトパッドのベルトの後端についているバックルを水平にして、前方
に抜き取ります。左右とも同じようにしてください。

肩ベルトパッドを取り付ける場合、左右を間違わないように注意
してください。生地が滑り止めになっている側をお子さまの身体
側にして、縫い目のない側をお子さまの首側にしてください。

保護ベースを取り付けた状態でも作業は可能ですが、取り外し
た方が作業がしやすくなります。この場合、床面に傷をつけるお
それがありますので注意して作業してください。

参照 P26＞ 02
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05
ハーネスから肩ベルトパッドを抜き取ります。

06
ヘッドレストカバーは、ヘッドレストに被せられています。①ヘッドレスト
上端部の高さ調節レバーをヘッドレストカバーから抜き、②ヘッドレスト
の衝撃吸収材（ポリスチレン）を傷つけないように注意して、ヘッドレス
ト裏側から慎重に外していきます。③ヘッドレストカバーを上方向に取り
外します。

ᝅଟ଱଎ଗଉଏ

࢙

࢚

࢛

ଞଉଏଲ૿଎૱ଖୂ

ヘッドレストの衝撃吸収材（ポリスチレン）は絶対に取り外さない
でください。
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取り外したカバー類は無くさないようにしてください。カバー類の
一つでも取り付けずに本製品を使用することができません。
取り外した際は、お子さまの手の届かない場所で大切に保管して
ください。

07
シェル底部裏側の、①受けバックルのベルトの金属製のバックルを回転
させて通し穴に押し込み、②受けバックルを表側に抜き取ります。

࢙

࢚

െઙଖଉ૵଱

08
差込みバックルを、ハーネスの取り出し穴から抜き、シートカバーをシェ
ルから取り外します。ヘッドレストの衝撃吸収材を傷つけないよう注意し
てください。

૽ୂ଎૱ଖୂ

カバー類のお手入れ

市販のブラシを使い、汚れを落としてください。
受けバックルは、洗濯できません。

受けバックルのお手入れは、ブラシで汚れを取るかまたは水につ
けきつく絞った柔らかい布で汚れをふき取るようにしてください。
受けバックルを水に漬けたりしないでください。

受けバックルに絶対に注油しないでください。また、お手入れにあ
たり洗剤や潤滑剤を使用しないでください。バックルが正しく機
能しなくなるおそれがあります。

受けバックル以外の取り外したカバー類は、以下の注意を守り、それぞ
れのカバー類に縫い付けられているラベルの記載に従い正しく洗濯して
ください。

・塩素系漂白剤は使用しないでください。
・アイロンは使用しないでください。
・ドライクリーニングをしないでください。
・シンナーやベンジンなどの溶剤を使用しないでください。
･タンブラー乾燥をかけないでください。
・他のものと一緒に洗濯しないでください。

洗濯によって、カバー類に多少の縮みや退色などが発生する場合
があります。あらかじめご了承ください。
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カバー類の取り付け
01
シートカバーの裏側から座面部分左右の取り出し口に、差込みタングを
通します。左右を確認して、ハーネスをねじらないように注意してください。

02
シートカバーの股ベルトパッド部分に、受けバックルを差し入れます。
受けバックルには前後があります。前後を間違わないように注意してくだ
さい。バックルボタンがある側が、正面から見て前側になります。

ଖଉ૵଱ଢଅହ

04
受けバックルのベルトの金属製のバックルを回転させて、シェルの通し穴
に押し込み、裏側に出します。金属製のバックルを水平にして通し穴から
抜けないようにします。

受けバックルのベルトにねじれがないように注意してください。
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05
シェルの受けバックルプレートを起こし、シートカバーの股ベルトパッド
部分に差し入れます。受けバックルプレートは、バネで前方に倒れていま
すので、プレート部を起こしながら差し入れるようにしてください。

06
シートカバーをシェルに足元の方から被せていきます。本製品の背もた
れの形状に注意してください。ヘッドレストの衝撃吸収材を傷付けない
よう注意して作業してください。

①ヘッドレストのカバーの裏側下のポケット状の部分をヘッドレストの下
部のプレートに差し込み、②ヘッドレスト上端部の高さ調節レバーをヘッ
ドレストカバーの取り出し穴に差し込み、③ヘッドレストの衝撃吸収材（ポ
リスチレン）を傷つけないように注意して、 慎重にヘッドレストに被せま
す。

07

࢚

࢛
࢙
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08
①ヘッドレストを最も低い位置に調節します。
②肩ベルトパッドの左右を確認して、ヘッドレストの表側から後端のベル
トのバックルをヘッドレストの通し穴に通し、シェル裏側の下側の通し穴
に通します（下図参照）。肩ベルトパッドのベルトをねじらないように注
意してください。

࢚

࢙

肩ベルトパッドを取り付ける場合、左右を間違わないように注意
してください。生地が滑り止めになっている側をお子さまの身体
側にして、縫い目のない側をお子さまの首側にしてください。

肩ベルトパッドのベルトはねじらないように注意して、下側の穴を
通してください。上側の穴を通すと使用中に肩ベルトパッドやハー
ネスが外れるおそれがあります。

09
ハーネスの左右を確認し、ねじらないよう注意して肩ベルトパッドのパッ
ド部分の中を通します。

ଗଉଏᩂಹ

କୂଓ૿

10
ハーネスをヘッドレストの通し穴に通して（肩ベルトパッドのベルトを通し
た穴と同じ穴です）、シェル裏側の上側の通し穴に通します（下図参照）。
ハーネスをねじらないように注意してください。

作業しにくい場合は、ヘッドレストが最も低い位置に調節されて
いることを確認してください。ヘッドレストを最も低い位置に調節
していても作業がしにくい場合には、リクライニングを調節してく
ださい。

参照 P18＞ 01
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シェル裏側の上下の穴を間違わないようにしてください。
上側の穴にはハーネスを通し、下側の穴には肩ベルトパッドのベ
ルトを通します。

କୂଓ૿

ᝅଟ଱଎ଗଉଏ

11
肩ベルトパッドのベルト、ハーネスにねじれがないことを確認して、バッ
クルを留めます。

参照 P17＞ 02

ベルト、ハーネスにねじれがあると、事故や衝撃を受けた際に本
製品が安全に機能しません。

12
左右のハーネスを、シェルとプラスティックシールドの間に通します。
プラスティックシールドは、取扱説明書ホルダーの内側にあります。

൅გᤖᇂᇻଡ଱ଆୂ

ハーネスはシェル（本体）とプラスティックシールドの間を通してく
ださい。プラスティックシールドの上を通っていると、事故や衝撃
を受けた際に本製品が安全に機能しません。
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ハーネスを取り付ける場合、ハーネスをねじらないように注意して
ください。ねじれがあると、事故や衝撃を受けた際に本製品が安
全に機能しません。

13
シェルの後ろ側、下部のベルトプレートに左右のハーネスをねじらない
ように注意して取り付けます。左右を間違えないようにしてください。

ଟ଱଎ଝଲୂ଎

14
ハーネスにねじれがなく、シェルとプラスティックシールドの間を通って
いることを、今一度確認してください。

15
必要に応じて、ブースタークッションを取り付けます。
お子さまが小さい間は、取り付けるようにしてください。

メンテナンス
本製品を清潔で安全にご使用いただくために適宜メンテナンスをしてく
ださい。
・メンテナンス、お手入れは大人の方が行ってください。
・可動部および取り付け部、バックルは清潔に保つようにしてください。

水につけ、良く絞った柔らかいタオルで汚れをふき取るようにしてお手入
れしてください。洗剤類は使用しないでください。

シリコンオイル、グリース、ミシン油などの潤滑剤を絶対に使用し
ないでください。
潤滑剤が付着すると、本製品が安全に機能しなくなるおそれがあ
ります。

洗剤類、市販のウエットタオル（ウエットティッシュ）、赤ちゃんの
お尻ふきは使用しないでください。
含まれる成分によっては、樹脂が劣化、変質するおそれがあります。

シェル・樹脂部分のお手入れ

乾いた柔らかい布で汚れをふき取ってください。食べかすなど油分を含
む汚れを落とす場合には、薄めた中性洗剤を溶かした水につけ、良く絞っ
た柔らかいタオルで汚れをふき取るようにしてお手入れしてください。中
性洗剤を使用した場合、お手入れ後は洗剤をよくふき取ってください。

金属部分のお手入れ

可動部、接合部、受けバックルのお手入れには、市販のエアダスターを
使用するか、掃除機を使用して吸い取るようにしてお手入れしてください。

可動部・接合部・受けバックルのお手入れ



39

保管のしかた
本製品を長期間ご使用にならない場合、本製品を自動車の座席から取
り外してバックルを留め、保管してください。保管時には、布のカバーを
するなどして、ほこりや汚れが付着しないようにして、直射日光の当たら
ない、寒暖差の少ない、湿気の少ない室内で保管してください。

廃棄に関して
本製品を廃棄する際には、お住まいの自治体の指示に従い、正しく廃棄
するようにしてください。
また、再利用による事故を防ぐため「廃棄品」と明示して、再利用を不
可能な状態にして廃棄するようお願いいたします。

シリアルナンバー
本製品には、シリアルナンバーが採番されています。保証サービスなど
において必要になることがありますので、以下を参照して必要に応じてご
確認ください。

シートカバーをめくって確認します。
製品名、製造年月日、シリアルナンバー
が記載されています。

〇シェル前端

〇シェル背面
シェルの背面に、本製品の基準認証のラ
ベルが貼り付けてあります。

0409

バックルの製造日。
お問い合わせの際に必要にな
ります。

〇受けバックル

これらのラベル、シールは、本製品の適合する安全基準に規定さ
れているものです。決して剥がしたり、汚したりしないでください。



40

認証ラベルについて（参考）

シェル背面のオレンジ色のラベルには、本製品の適合する基準の認証に
関する情報が表記されています。

本製品は、2 通りの方法で自動車の座席への取り付けが承認されているため、
2 重の表記がされています。

ISOFIX アタッチメントシステムによる取り付けが可能（SEMI-UNIVERSAL ク
ラス A とは、車両と本製品の互換性を示します）。

スタティックまたはイナーシャリールの 3 点式シートベルトを使用して取り付け
可能（UNIVERSAL という用語は、このタイプのシートベルトを装着した車両と
本製品の互換性を示します）。

ラベル上部には、本製品の製造会社名および本製品の名称が表記されていま
す。

丸で囲まれた E は欧州の承認マークを示し、数字は認証を発行した国を示して
います（1：ドイツ、2：フランス、3：イタリア、4：オランダ、11：英国、24：ア
イルランド）。※いずれの国の認証でも日本での使用が認められています。

認証番号：04 で始まる場合、これは規則 R44 の第 4 修正案（現行の修正案）
を示します。参照基準：UN / ECE R44 / 04

シリアルナンバー：本製品には、個別の番号が採番されています。
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